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絆を深める伝統の祭り。特 集

　

奄
美
大
島
の
八
月
（
旧
暦
）
は
稲
や
甘
蔗
、
里
芋
な
ど
の
主
要
作
物
の
収
穫
と
、
野
菜
や
山
芋
の

播
種
の
狭
間
に
あ
た
り
、
生
業
暦
の
ト
シ
が
改
ま
る
月
。

　

聖
な
る
時
間
と
し
て
の
八
月
は
農
耕
生
活
の
正
月
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

村
人
は
収
穫
を
終
え
る
と
豊
穣
に
感
謝
し
、
集
落
の
安
全
を
願
い
、
豊
年
祭
を
執
り
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

険
し
い
地
形
に
閉
ざ
さ
れ
た
シ
マ
（
集
落
）
で
は
お
の
ず
と
人
々
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
ユ
イ
と

呼
ば
れ
る
相
互
扶
助
の
精
神
で
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
村
人
に
と
っ
て
豊
年
祭

は
一
年
を
通
し
て
の
最
大
行
事
で
あ
り
、
最
高
の
娯
楽
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

収
穫
を
共
に
喜
び
、
豊
年
祭
を
共
に
楽
し
む
こ
と
で
集
落
の
絆
を
深
め
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

近
年
、
生
活
様
式
の
変
化
や
稲
作
の
衰
退
と
共
に
豊
年
祭
の
形
態
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
大
事
な
伝
統
行
事
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
現
在
も
助
け
合
い

の
精
神
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
に
行
わ
れ
た
十
五
夜
豊
年
祭
と
ク
ガ
ツ
ク
ン
チ
の
取
材
を
通
じ
、
変
遷
し
な
が
ら
も

受
け
継
が
れ
て
い
く
豊
年
祭
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
見
つ
め
ま
す
。

絆
を
深
め
る
伝
統
の
祭
り
。

十
五
夜
豊
年
祭
と
ク
ガ
ツ
ク
ン
チ

　

大
和
村
に
は
11
の
集
落
が
あ
り
、
豊
年
祭

は
八
月
十
五
日
を
祭
り
日
と
す
る
「
十
五
夜

豊
年
祭
」
と
、九
月
九
日
を
祭
り
日
と
す
る
「
ク

ガ
ツ
ク
ン
チ
」
の
二
日
に
別
れ
ま
す
。

　

十
五
夜
豊
年
祭
を
行
う
の
は
津
名
久
、
大

和
浜
、
大
棚
、
大
金
久
、
戸
円
、
志
戸
勘
、

今
里
の
七
集
落
。
ク
ガ
ツ
ク
ン
チ
を
行
う
の

は
国
直
、
湯
湾
釜
、
思
勝
、
名
音
の
四
集
落
。

い
ず
れ
も
平
日
の
開
催
で
は
運
営
が
困
難
な

た
め
、
直
近
の
日
曜
日
に
引
き
寄
せ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

実
施
内
容
は
概
ね
似
通
っ
て
お
り
、
ト
ネ

ヤ
や
テ
ラ
で
祈
願
を
行
う
「
ガ
ン
タ
テ
」。
神

聖
な
泉
で
力
水
を
汲
む
「
ミ
ズ
ク
ミ
」。
ト
ネ

ヤ
や
テ
ラ
か
ら
土
俵
ま
で
行
進
す
る
「
フ
リ

ダ
シ
」。
男
性
に
よ
る
「
奉
納
相
撲
」。
女
性

や
子
供
達
に
よ
る
「
余
興
」。
料
理
の
提
供
や

仮
装
行
列
の
体
を
成
す
「
ナ
カ
イ
リ
」。
土
俵

を
囲
ん
で
踊
る
「
八
月
踊
り
」
等
が
あ
り
ま
す
。

祭
り
の
準
備

　

祭
り
の
主
会
場
と
な
る
土
俵
は
、
祭
り
の

前
日
に
男
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
土
俵

の
四
本
柱
は
、
以
前
は
枝
葉
の
つ
い
た
イ
タ

ジ
イ
の
大
木
を
山
か
ら
伐
り
出
し
て
建
て
た

と
聞
き
ま
す
が
、
現
在
は
各
集
落
公
民
館
前

に
常
設
の
土
俵
が
整
備
さ
れ
、
造
成
作
業
は

大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
使
用
さ
れ
る
米
や
塩
、
甘
藷
、
薪

な
ど
は
婦
人
会
が
各
世
帯
か
ら
徴
収
し
賄
っ

て
い
ま
し
た
が
現
在
は
そ
の
多
く
は
集
落
費

で
購
入
し
ま
す
（
一
部
の
集
落
で
は
米
や
金

銭
等
を
徴
収
す
る
風
習
が
残
っ
て
い
る
よ
う

で
す
）。

昔
な
が
ら
の
ミ
キ
作
り

　

ミ
キ
（
神
酒
）
は
米
粉
を
原
料
と
す
る
発

酵
飲
料
で
、
奄
美
大
島
を
は
じ
め
南
西
諸
島

円
域
で
広
く
神
事
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
市
販
の
ミ
キ
を
使
用
す
る
の
が
一

般
的
と
な
る
な
か
、
思
勝
集
落
で
は
ミ
キ
作

り
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
キ
作
り
は
祭
り
前
日
に
婦
人
達
に
よ
っ

て
ト
ネ
ヤ
で
行
わ
れ
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
レ

シ
ピ
は
次
の
と
お
り
。

　

①
サ
ツ
マ
イ
モ
を
刻
み
ア
ク
を
抜
い
た
後

に
ミ
キ
サ
ー
で
粉
砕
し
生
ガ
ン
（
絞
り
汁
）

を
取
る
。
②
八
升
の
お
湯
に
米
粉
三
升
、
白

糖
三
キ
ロ
を
加
え
糊
状
に
な
る
ま
で
混
ぜ
る

③
②
が
冷
め
た
ら
①
を
混
ぜ
ま
ん
べ
ん
な
く

こ
ね
る
④
容
器
に
移
し
ク
ワ
ズ
イ
モ
の
葉
で

密
閉
し
て
一
晩
寝
か
す
。

　

寝
か
し
た
ミ
キ
の
開
封
役
を
仰
せ
付
か
っ

た
の
は
巳
年
生
ま
れ
の
泉
美
保
子
さ
ん
。
緊

張
の
面
も
ち
で
開
封
し
か
き
混
ぜ
る
と
香
ば

し
く
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
思
勝
名
物
の
手
作
り
の
ミ
キ
が
完

成
し
た
よ
う
で
す
。

変わりゆくもの。守るべきもの。
集落のミャー（広場）や土俵など豊年祭を取り巻く環境は大きく変わった。
そして、集落のために祈るノロ神は途絶えようとしている。
時代の変遷と共に豊年祭は変化を余儀なくされているのだろう。
しかし、今もなお共同で作業をこなしミキを作る人たちがいる。
伝統芸能を学び、確実に次世代へつなぐ人たちがいる。
時代の波にさらされながらも集落の絆と伝統を守り続ける人たちがいる。

豊年祭の朝にミキを開封する泉さん（思勝）

十五夜豊年祭（今里）

ノロ神によるお払い（大棚）

大和浜集落伝統の棒踊り

特
集
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絆を深める伝統の祭り。特 集

全員参加の伝統行事。
相撲はシマに根付く伝統文化。奉納相撲は祭りの華だろう。
真剣勝負が繰り広げられる神聖な土俵は女人禁制だ。
豊年祭は男の祭りだろうか？・・・答えは No。
ノロ神、ミキ作り、ナカイリとむしろ女性のほうが重要な役割を担う。
豊年祭は新生児からお年寄りまで全員参加の伝統行事だ。
集落全体の安全と連帯を祈って全員で祈り、祝う。

祭
り
の
フ
リ
ダ
シ
（
振
り
出
し
）

　

豊
年
祭
は
ト
ネ
ヤ
や
テ
ラ
で
の
祈
願
で
始

ま
り
ま
す
。
神
様
に
一
年
の
無
事
と
収
穫
の

感
謝
を
捧
げ
、
さ
ら
に
向
こ
う
一
年
の
安
全

と
豊
作
を
祈
願
し
ま
す
。

　

大
棚
集
落
は
、
豊
年
祭
と
ノ
ロ
神
（
女
性

祭
司
）
と
の
結
び
つ
き
が
色
濃
く
残
る
集
落
。

祭
り
の
朝
、
池
田
地
区
の
ト
ネ
ヤ
に
神
役
と

集
落
役
員
が
集
ま
り
村
の
安
全
を
祈
願
し
ま

す
。
そ
の
後
、
里
地
区
の
ト
ネ
ヤ
に
移
動
し
、

同
様
に
カ
ミ
グ
チ
を
唱
え
祈
願
。
さ
ら
に
は
、

祭
り
で
使
用
す
る
酒
や
塩
、
ま
わ
し
、
チ
ジ

ン
（
鼓
）
等
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
清
め
、
力

士
の
無
事
と
祭
り
の
成
功
を
祈
り
ま
す
（
画

像
①
）。

　

祈
願
を
終
え
る
と
、
い
よ
い
よ
「
フ
リ
ダ

シ
（
列
を
な
し
て
土
俵
へ
向
か
う
行
進
）」
で

幕
開
け
。
力
士
達
は
、
神
聖
な
泉
で
汲
ん
だ

力
水
や
塩
、
焼
酎
を
手
に
、「
イ
ヤ
ヨ
ー
イ
ヤ

ー
！
」、「
ヨ
イ
ヤ
ー
ヨ
イ
ヤ
ー
！
」
の
掛
け

声
と
、
チ
ジ
ン
（
鼓
）
を
打
ち
鳴
ら
し
公
民

館
ま
で
の
カ
ミ
ミ
チ
を
行
進
し
ま
す
。

　

隊
列
は
ノ
ロ
神
や
グ
ジ
ヌ
シ
（
ト
ネ
ヤ
の

主
）、
区
長
、
行
事
、
旗
持
ち
等
を
先
頭
に
行

進
し
ま
す
が
、
今
里
集
落
で
は
「
シ
タ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
体
中
に
墨
で
落
書
き
を
し
た
青

年
が
先
導
を
務
め
ま
す
（
画
像
②
③
⑦
）。

　

フ
リ
ダ
シ
は
、
村
の
神
様
に
豊
年
祭
を
見

物
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
土
俵
ま
で
神
様
を

ト
モ
す
る
（
案
内
す
る
）
行
為
と
の
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。

相
撲
と
余
興

　

奉
納
相
撲
の
取
り
組
み
は
青
年
に
よ
る
「
前

相
撲
」
で
始
ま
り
、
乳
幼
児
の
取
り
組
み
、

個
人
戦
、
兄
弟
相
撲
、
三
人
抜
き
と
続
く
他
、

祭
り
日
を
別
に
す
る
他
の
集
落
か
ら
力
士
達

が
応
援
に
駆
け
つ
け
集
落
対
抗
戦
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

土
俵
に
上
が
る
力
士
に
は
、
土
俵
下
の
控

え
力
士
か
ら
「
ヨ
イ
ヤ
、
ヨ
イ
ヤ
、
サ
ッ
！
」

と
四
股
を
踏
ん
で
力
が
送
ら
れ
ま
す
。

　

友
人
同
士
の
取
り
組
み
で
は
、
勝
負
が
つ

い
た
後
も
「
も
う
一
番
！
」
と
再
試
合
を
挑

む
者
や
、
身
内
同
士
の
勝
負
に
懸
賞
金
を
掛

け
る
者
な
ど
が
現
れ
、
観
客
か
ら
歓
声
が
あ

が
る
一
幕
も
。

　

ま
た
、
初
め
て
豊
年
祭
を
迎
え
る
男
の
子

は
、
ネ
ジ
リ
鉢
巻
き
と
化
粧
回
し
を
付
け
土

俵
入
り
を
行
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
た

父
親
が
四
股
を
踏
む
と
、「
ヨ
イ
シ
ョ
オ
ー
！
」

と
会
場
か
ら
大
き
な
掛
け
声
が
上
が
り
ま
す
。

　

新
生
児
の
初
土
俵
は
最
も
祭
り
会
場
が
和

む
一
時
で
す
（
画
像
④
⑤
⑨
）

　

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
や
婦
人
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
有
志
は
こ
の
日
の
た
め
に
シ
マ
唄
や

踊
り
を
準
備
。
相
撲
の
取
り
組
み
の
間
に
披

露
さ
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え
ま
す
。

　

大
和
浜
集
落
で
は
、
婦
人
会
に
よ
る
「
ナ

ギ
ナ
タ
踊
り
」
や
、青
年
団
に
よ
る
「
棒
踊
り
」

な
ど
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
（
画
像
⑥
⑧
・
２
Ｐ
）。

女
性
も
参
加
す
る
ナ
カ
イ
リ

　

取
り
組
み
が
佳
境
を
迎
え
た
頃
に
な
る
と

力
士
や
婦
人
、子
供
達
に
よ
る
「
ナ
カ
イ
リ
（
中

入
り
）」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ナ
カ
イ
リ
は
、
チ
カ
ラ
ウ
バ
ン
（
力
御
飯
）

や
バ
カ
イ
キ
ャ
（
と
び
い
か
）、
ウ
ム
（
里

芋
）、
天
ぷ
ら
な
ど
の
料
理
箱
を
担
い
だ
力
士

と
、
奇
抜
な
服
装
で
着
飾
っ
た
女
性
や
子
ど

も
、
お
年
寄
り
達
が
踊
り
な
が
ら
土
俵
の
ま

わ
り
を
周
回
し
ま
す
。
相
撲
を
取
ら
な
い
女

性
達
に
と
っ
て
仮
装
し
て
踊
る
こ
と
は
「
キ

ト
バ
レ
（
邪
気
を
追
い
払
う
）」
の
意
味
も
あ

り
、
派
手
な
出
で
立
ち
ほ
ど
演
技
が
よ
い
と

信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ナ
カ
イ
リ
で
供
さ
れ
る
チ
カ
ラ
ウ

バ
ン
は
食
べ
る
と
元
気
に
な
る
と
言
わ
れ
、

力
士
を
は
じ
め
来
場
者
全
員
に
配
ら
れ
ま
す
。

－ Photo Snap －
①  トネヤでの祈願（大棚・里地区）
②  フリダシ（大棚・池田地区）
③  行事を先頭にフリダシ（思勝）
④  新生児の初土俵（国直）
⑤  三人抜きによる豊年相撲（津名久）　
⑥  婦人会による余興（津名久）
⑦  シタンが先導するフリダシ（今里）
⑧  婦人会によるなぎなた踊り（大和浜）
⑨  豊年相撲を閉める土俵上げ（国直）

① ②

③

④ ⑤

⑥ ⑦

⑨

⑧

生花や造花で飾られたチカラウバン（大棚）
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八
月
踊
り
は
、
稲
作
の
収
穫
を
終
え
た
旧

暦
八
月
、
豊
作
へ
の
感
謝
と
平
和
を
祈
願
し

て
踊
ら
れ
る
奄
美
大
島
の
伝
統
芸
能
。
豊
年

祭
の
夜
に
土
俵
を
囲
ん
で
踊
ら
れ
ま
す
。

　

人
々
は
チ
ジ
ン
（
鼓
）
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、

男
女
が
交
互
に
唄
を
掛
け
合
い
深
夜
ま
で
踊

り
明
か
し
ま
す
。

　

唄
の
歌
詞
は
歌
い
出
し
こ
そ
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
は
無
数
に
あ
る
歌
詞
の
中

か
ら
ウ
チ
ジ
ャ
シ
（
先
導
役
）
が
即
興
で
歌

詞
を
選
び
唄
い
ま
す
。

　

歌
詞
の
内
容
も
あ
い
さ
つ
か
ら
恋
愛
歌
、

人
生
訓
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
そ
の
多
彩
さ
か

ら
「
唄
半
学
」（
シ
マ
ウ
タ
を
知
れ
ば
学
問
の

半
分
を
習
っ
た
に
等
し
い
）
と
い
う
諺
が
あ

る
ほ
ど
。

　

歌
詞
や
節
回
し
、
踊
り
は
シ
マ
（
集
落
）

ご
と
に
異
な
り
、
独
自
に
伝
承
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
と
な
り
の
集
落
で
あ
っ
て
も
唄
え
な

い
こ
と
が
多
く
、
こ
の
独
自
性
こ
そ
が
シ
マ

の
共
同
体
組
織
を
象
徴
す
る
踊
り
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
独
自
性
、
多
様
性
が
八
月

踊
り
の
伝
承
を
危
う
く
し
て
い
る
の
も
事
実

で
す
。
学
び
の
場
の
減
少
や
唄
い
手
の
高
齢

化
か
ら
各
集
落
で
伝
承
に
苦
慮
し
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。
以
前
な
ら
先
輩
の
背
中
を
見
て

自
然
と
憶
え
た
八
月
踊
り
で
す
が
、
今
で
は

勉
強
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
唄
う
こ
と
も
踊

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
若
者
達
の
中
に
は
島
の
伝
統
文
化

に
誇
り
を
持
ち
、
シ
マ
ウ
タ
を
伝
承
し
て
い

こ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

彼
ら
が
学
ぶ
の
は
ヨ
ソ
ジ
マ
（
他
の
集
落
）

の
唄
で
は
な
く
、
オ
ヤ
フ
ジ
（
祖
先
）
か
ら

受
け
継
い
だ
唯
一
の
ワ
キ
ャ
シ
マ
（
私
た
ち

の
集
落
）
の
唄
。

　

集
落
に
伝
わ
る
唄
を
集
落
の
人
々
と
共
に

唄
う
八
月
踊
り
こ
そ
シ
マ
ン
チ
ュ
の
連
帯
感

を
深
め
る
絆
で
し
ょ
う
。
ま
だ
ま
だ
お
ぼ
つ

か
な
い
若
者
達
の
唄
声
で
す
が
、
そ
の
声
は

力
強
く
集
落
の
夜
空
に
響
き
渡
り
ま
す
。

絆を深める伝統の祭り。特 集

人知れず祈る「思い」。
ノロとは琉球神道の影響を強く受けた女性祭司たち。
古くから祭事や農耕儀礼の中心的役割を果たした精神的な象徴。
彼女らの祈りの対象は決して個人ではない。
両手をあわせ「シマバマモティタボレ（集落をお守りください）」と唱える。
集落の平和と安全を願う無償の行為だ。
人知れず祈る彼女らによって集落は守られている。

ガ
ン
ノ
ー
シ
・
ガ
ン
タ
テ

　

旧
暦
の
九
月
九
日
は
、
当
日
に
豊
年
祭
を

行
わ
な
い
集
落
も
一
年
の
ガ
ン
ノ
ー
シ
（
願

直
し
）、
ガ
ン
タ
テ
（
願
立
て
）
を
行
い
ま
す
。

　

ガ
ン
ノ
ー
シ
・
ガ
ン
タ
テ
と
は
、
前
年
に

立
て
た
ガ
ン
（
祈
願
）
を
神
様
に
感
謝
し
て

下
ろ
す
と
と
も
に
、
来
年
の
家
内
安
全
を
祈

っ
て
新
た
に
ガ
ン
を
立
て
る
お
祈
り
。

　

ノ
ロ
神
を
中
心
と
し
た
ヒ
キ
（
血
縁
一
族
）

の
主
婦
達
が
集
落
や
家
族
の
健
康
と
安
全
を

祈
り
ま
す
。

　

海
岸
で
行
う
ハ
マ
ジ
ョ
ガ
ン
と
庭
で
行
う

ニ
ワ
ガ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
砂
（
室

内
で
は
米
）
を
二
山
盛
り
、
線
香
や
酒
、
ミ
キ
、

シ
ュ
ウ
ギ
（
生
餅
粉
）、
シ
ュ
ー
ケ
（
ご
馳
走
）

を
お
供
え
し
て
祈
り
ま
す
。

　

九
月
九
日
当
日
は
、
早
朝
か
ら
海
岸
に
降

り
て
お
祈
り
や
砂
を
取
る
女
性
達
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
棚
集
落
で
は
ノ
ロ
神
の
永
島
チ
ヤ
子
さ

ん
を
中
心
に
、
ヒ
キ
一
族
が
海
岸
で
海
に
向

い
両
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。「
今
日
の
良

か
る
日
に
・
・
・
」
と
永
島
さ
ん
が
カ
ミ
グ

チ
を
唱
え
全
員
で
一
年
間
の
家
内
安
全
を
祈

り
ま
し
た
。
永
島
さ
ん
に
よ
る
と
「
神
様
に

ガ
ン
タ
テ
を
し
た
ら
（
ガ
ン
タ
テ
を
し
た
）

全
員
で
下
ろ
さ
な
い
と
災
い
が
お
こ
り
ま
す
。

今
日
は
無
事
に
ガ
ン
タ
テ
・
ガ
ン
ノ
ー
シ
が

済
ん
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」
と
安
心
し
た
様

子
。
永
島
さ
ん
達
の
無
心
に
祈
る
姿
に
「
人

知
れ
ず
集
落
民
の
安
全
を
祈
る
女
性
達
に
よ

っ
て
シ
マ
は
守
ら
れ
て
い
る
」。
そ
う
確
信
し

ま
し
た
。

ノロ神を中心にして海岸での浜願（大棚集落・池田地区）

絆を深める伝統の祭り。特 集

ワキャシマヌウタを唄う。
　しまのイビ加

が な し

那志　しま守
まも

て給
たぼ

れ
　七

なんか

日七
ななゆる

夜や　祝
ゆわ

ておせろ

　　　（集落のイビ神様　わが集落を守ってください）

　　　（七日。。。。。。。。。七夜、八月踊りを祝って差し上げましょうから）

　～八月踊り歌詞から～

主
な
参
考
文
献

　
「
奄
美
大
和
村
の
年
中
行
事
」

　

個
展
と
民
俗
学
の
会

　

白
帝
会
（
昭
和
60
年
発
行
）

豊年祭での八月踊り（国直）
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種目 １位 ２位 ３位 種目 １位 ２位 ３位

小学１年女子 100m 中島　心嘉 宮島　瑠璃 井上奈津美 ボール蹴り 大　棚 宮古崎 大和浜

小学２年女子 100m 林　　琉音 中島　心那 宝つり 戸円・名音・今里

小学３年女子 100m 賀川　美紀 川畑光智慧 宮本　心満 新走回転 － － －

小学４年女子 100m 佐多　萌笑 江崎　仁美 稲元　音色 俵運搬リレ－ 大　棚 今　里 名　音

小学５年女子 100m 重信　優香 中島　心優 森　彩花 女子ファミリー縄跳び 大　棚 おがみ 宮古崎

小学６年女子 100m 林　　美嶺 徳島　千聖 塩屋　美空 男子ファミリー縄跳び 大　棚 宮古崎 名　音

小学１年男子 100m 元山　　漣 登喜　健大 白石　　輪 女子年代別リレー おがみ 大和浜 宮古崎

小学２年男子 100m 出見　優斗 重田　俊輔 奥田　寛太 男子年代別リレー 大　棚 おがみ 名　音

小学３年男子 100m 久保　颯汰 政村　李玖 徳　　楓汰 女子輪入れ － － －

小学４年男子 100m 林　二刀流 福田　幹太 佐多　健伸 男子輪入れ － － －

小学５年男子 100m 森田祥太郎 出見　　颯 山下　竜輝 タイヤ回し － － －

小学６年男子 100m 賀川　翔瑛 福田　蓮人 政村　紫音 女子百発百中 － － －

中学１年女子 100m 中　明日海 上野　真歩 福山　祐実 男子百発百中 － － －

中学２年女子 100m 重野　七海 大山瀬李華 津田　祐奈 綱引き － － －

中学３年女子 100m 重信　彩美 田畑　　楓 大石　眞子 メディシンリレー おがみ 大　棚 今　里

中学１年男子 100m 赤井　将輝 登喜　龍生 高島　　洋 ムカデ競争 大　棚 おがみ 宮古崎

中学２年男子 100m 賀川　航太 福山　勇成 勝　　純一 米俵運搬リレー 大　棚 宮古崎 大和浜

中学３年男子 100m 前田凌太郎 小田　康太 林　　聖蓮 玉入れ － － －

中学女子 200m (1) 前田　侑香 福山　祐実 森岡　めい 女子ゲートボール － － －

中学女子 200m (2) 重信　綾美 武原　美希 大山瀬李華 男子ゲートボール － － －

中学男子 200m (1) 小田　康太 直崎　大生 林　　聖蓮 夫婦２人３脚 － － －

中学男子 200m (2) 賀川　航太 登　　海人 長田虎太朗 ビン倒し － － －

高校女子 100m 前田　友梨 登　美砂希 山田　流衣 女子水入れ おがみ 今　里 大　棚

高校男子 100m 畑島亮太郎 林　　龍星 愛川　　蓮 男子水入れ おがみ 宮古崎 大　棚

高校男子 200m 大山　勇雅 畑　　直哉 堀　　流石 小学 400m リレー おがみ 大　棚 宮古崎

一般女子 100m 里原ありさ 原　　　彩 川下恵理子 中学 600m リレー 大　棚 大和浜 宮古崎

一般男子 100m 市田晋太朗 久保田勝輝 勝山　慎也 高校 600m リレー 宮古崎 おがみ 大　棚

一般男子 200m 福島　秀太 泉　　大地 重村　智大 一般女子 400m リレー 宮古崎 大　棚 大和浜

30 以上女子 100m 森　　仲子 下之薗由美 直島　弓穂 一般男子 800m リレー 大　棚 おがみ 今　里

40 代男子 100m 森田　裕三 満　淳一郎 登　　博志

50 代男子 100m 松尾　和義 内山　英寿 戸内　菊治 新記録

60 代男子 60m 福永　則雄 久永　悦男 永井　喜平 米俵運搬リレ－ 大　　　棚 1.23.33

一般男子 400m 福島　秀太 吉本　弘典 早川　　翔

一般 1,500m 政村玲於奈 宮本　聖平 太　　純一 男女総合 大　棚 おがみ 宮古崎

女子総合 大　棚 宮古崎 大和浜

躍進賞 名　音

大和村民体育大会成績一覧

「スポーツと 結いで築く まほろば大和！」
　
「
ス
ポ
ー
ツ
と
結
い
で
築
く
ま
ほ
ろ
ば
大

和
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
51
回
大
和
村
民

体
育
大
会
が
10
月
20
日
、
大
和
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
村
内
の
11
集
落
を
７
チ
ー
ム
に
編

成
し
、
保
育
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
村
民
全

員
が
参
加
す
る
村
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
。
当
日
は
断
続
的
に
雨
が
降
る
悪
天
候
の

中
、
参
加
者
達
は
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら

競
技
を
競
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
ム
カ
デ
競

争
は
ぬ
か
る
ん
だ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
足
を
取
ら

れ
転
倒
者
が
続
出
。
会
場
は
大
き
な
声
援
と

爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
会
名
物
の
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
村
一
番
」
で

は
多
く
の
来
場
者
が
参
加
し
真
剣
勝
負
を
展

開
。
上
位
入
賞
者
は
液
晶
テ
レ
ビ
や
加
湿
器
、

自
転
車
な
ど
の
高
額
商
品
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
全
種
目
で
安
定
し
た
力
を
発
揮
し

た
大
棚
チ
ー
ム
が
６
連
覇
を
達
成
し
た
ほ
か
、

名
音
地
区
が
躍
進
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
功
労
者
表
彰
と
し
て
鹿
児
島

県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
会
少
年
Ｃ
に
て

優
勝
し
た
奥
田
寛
太
く
ん
と
鹿
児
島
県
中
学

総
体
水
泳
競
技
４
０
０
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
大
和
中
水
泳

部
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
同
競
技
１
０
０
メ

ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
優
勝
の
長
田
虎
太
朗
く
ん

が
特
別
表
彰
に
、
永
年
本
村
体
育
指
導
に
尽

力
さ
れ
た
中
山
高
栄
さ
ん
に
文
部
大
臣
表
彰

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
ス

ポ
ー
ツ
と
結
い
で
住
民
の
親
睦
を
図
っ
て
村

を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大棚Ｖ６達成！ ★ 名音躍進賞受賞！ そ 
　　　　第 51 回大和村民体育大会　　　　

ん た い 開 催 ！
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第
30
回
集
落
対
抗
村
内
一
周
駅
伝
競
走
が

11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、
今
里
集
落
を
ス
タ

ー
ト
し
村
内
を
一
周
す
る
14
区
間
、
２
５
．

０
２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
各
集
落
の
代
表
が
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
に
は
村
内
各
集
落

か
ら
９
チ
ー
ム
１
２
６
名
の
選
手
が
参
加
。

秋
晴
れ
の
も
と
集
落
の
栄
誉
を
か
け
秋
の
大

和
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
西
部
地
区
チ
ー
ム
（
大
金
久
・

戸
円
・
名
音
・
今
里
）
が
９
区
で
先
頭
に
立

ち
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
（
オ
ー
プ
ン
参
加
の
た

め
チ
ー
ム
成
績
は
無
し
）。
終
盤
に
追
い
上
げ

た
大
棚
チ
ー
ム
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
終
盤
ま
で
首
位
争
い
を
繰
り
広
げ
た

国
直
チ
ー
ム
が
２
位
に
食
い
込
ん
だ
ほ
か
、

昨
年
か
ら
３
分
53
秒
タ
イ
ム
を
縮
め
た
思
勝

チ
ー
ム
が
躍
進
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
開
催
30
回
を
数
え
る
本
駅
伝
大
会

で
す
が
、
人
口
の
減
少
や
少
子
化
の
影
響
に

よ
り
各
チ
ー
ム
と
も
選
手
選
考
に
苦
慮
。
大

会
運
営
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
今

回
を
も
っ
て
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
伝
統
あ
る
大
会
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
の
は
大
変
寂
し
く
も
あ
り
ま
す
が
今
後

は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
な
ど
形
を
変
え
て
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
る
予
定
と
の
こ
と
。

　

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
の
増
進

と
生
涯
学
習
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
大
会
成
績
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

区間 総合 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区 １３区 １４区

地区 今里～思勝 今里 志戸勘 屋浜 名音 戸円 磯平 嶺山 大金久 大棚 大和浜 湯湾釜 国直 湯湾釜 津名久

距離 25.02km 1.71km 0.94km 1.83km 2.71km 1.31km 1.45km 2.50km 0.99km 3.99km 2.42km 1.41km 1.13km 1.54km 1.09km

記録
1:36.09  05.42  03.16  06.19  08.23  05.51  05.55  07.12  03.19  12.47  08.00  05.12  04.26  05.21  03.35
大和浜 平　　昴大 福島　秀太 登　博志 吉村　公広 森　　孝雄 川下　　誉 川野　博司 田畑明日香 川床　拓也 伊集院　卓 前田凌太郎 下之薗由美 森　芙美乃 中村　　修

（２６回） （大和浜） （津名久） （湯湾釜） （思勝） （大和浜） （大棚） （名音） （津名久） （大和浜） （大和浜） （大棚） （大棚） （大和浜） （国直）

１位

大棚 A 直崎　大生 森田祥太郎 川下　　誉 藤村　倖生 藤村　雄樹 中島　　繁 奥田　光夫 直崎　京花 前田凌太郎 森田　裕三 中島　心優 下之薗由美 前田　侑香 太　　純一

(2)  1:39.04 (5)  0:06.18 (3)  0:09.49 (1)  0:15.47 (1)  0:26.12 (3)  0:34.16 (3)  0:41.29 (3)  0:49.41 (3)  0:53.27 (3)  1:08.48 (3)  1:19.37 (3)  1:25.14 (3)  1:29.47 (2)  1:35.41 (2)  1:39.04
前田清和監督 5      06.18 2      03.31 1  新 05.58 4      10.25 8      08.04 2      07.13 3      08.12 1      03.46 3      15.21 5      10.49 1      05.37 1      04.33 1      05.54 1  新 03.23

２位

国　直 福山　勇成 塩屋　美空 南雲　　聡 高島　　洋 大山　勇雅 晨原　　諭 李　　大慶 大山瀬李華 江崎　隼太 愛川　　蓮 愛川　祐生 南雲　千明 中　明日海 濱井　康彰

(3)  1:40.06 (6)  0:06.31 (6)  0:10.36 (4)  0:17.09 (3)  0:26.44 (1)  0:32.55 (2)  0:40.33 (1)  0:48.03 (1)  0:52.01 (2)  1:08.26 (2)  1:17.34 (2)  1:23.54 (2)  1:29.37 (3)  1:35.47 (3)  1:40.06
岡崎勇次監督 6      06.31 8      04.05 2      06.33 2      09.35 2      06.11 7      07.38 1      07.30 3      03.58 5      16.25 1      09.08 5      06.20 8      05.43 2      06.10 5      04.19

３位

津名久 林　　聖蓮 林　　美嶺 林　　就義 三浦　賢人 中山　　恵 稲元　太士 中山　一三 福山　祐実 宮本　聖平 福島まもる 林　二刀流 枦山　里沙 武原　美希 武原　正人

(4)  1:42.56 (2)  0:06.10 (4)  0:09.53 (6)  0:18.23 (4)  0:27.54 (5)  0:35.03 (5)  0:43.11 (5)  0:51.32 (5)  0:55.31 (4)  1:10.14 (4)  1:20.12 (4)  1:25.51 (4)  1:32.15 (4)  1:38.41 (4)  1:42.56

宮本聖平監督 2      06.10 4      03.43 8      08.30 1      09.31 5      07.09 8      08.08 5      08.21 4      03.59 1      14.43 4      09.58 2      05.39 9      06.24 4      06.26 4      04.15

４位

湯湾釜 登　　海人 政村　紫音 森　　　亮 中濱三四郎 上村　拓三 東條　初美 吉本　弘典 森　　仲子 政村玲於奈 登　　博志 政村　李玖 牧野　絵里 蔵　野々夏 蔵　　　正

(5)  1:44.38 (1)  0:05.40 (1)  0:09.25 (5)  0:18.18 (6)  0:29.15 (7)  0:36.40 (7)  0:44.05 (6)  0:51.51 (6)  0:56.32 (5)  1:12.10 (5)  1:21.23 (5)  1:28.25 (5)  1:33.22 (5)  1:40.04 (5)  1:44.38
元島敏昭監督 1  新 05.40 5      03.45 9      08.53 6      10.57 6      07.25 4      07.25 2      07.46 8      04.41 4      15.38 2      09.13 8      07.02 7      04.57 5      06.42 8      04.34

５位

大和浜 A 小田　康太 森岡　敬司 納　　孝行 泉　　大地 仁規将太郎 上村　太一 直島　秀治 重信　綾美 濱崎　大輝 神田　佑八 重信　優香 元山沙優里 森岡　めい 仁添　　錦

(6)  1:46.32 (3)  0:06.13 (5)  0:09.55 (3)  0:17.01 (5)  0:28.28 (4)  0:34.36 (4)  0:42.03 (4)  0:50.18 (4)  0:54.48 (6)  1:12.45 (6)  1:24.13 (6)  1:30.16 (6)  1:35.07 (6)  1:42.11 (6)  1:46.32
泉富保監督 3      06.13 3      03.42 4      07.06 7      11.27 1      06.08 5      07.27 4      08.15 7      04.30 7      17.57 8      11.28 3     06.03 5      04.51 8      07.04 6      04.21

６位

思勝 勝　　純一 屋井　優羽 福本　新平 小椋　崇弘 三田陽一郎 山口　良彦 松尾　和義 市田　圭乃 市田晋太朗 和泉　和香 田畑　錬哉 勝間田さとみ 田畑　　楓 馬場　修身

(7)  1:47.57 (6)  0:06.31 (7)  0:11.01 (7)  0:18.30 (7)  0:29.25 (6)  0:36.30 (6)  0:43.47 (7)  0:52.29 (7)  0:56.48 (7)  1:13.15 (7)  1:24.36 (7)  1:31.45 (7)  1:36.38 (7)  1:43.36 (7)  1:45.57
和泉豊一監督 6      06.31 9      04.30 6      07.29 5      10.55 4      07.05 3      07.17 7      08.42 6      04.19 6      16.27 7      11.21 9      07.09 6      04.53 7      06.58 6      04.21

７位

大棚 B 内山　夏希 佐多　健伸 伊集院　将 今井　　隆 直崎　武志 今井　真作 前田　逸人 上野　真歩 杉島　　勇 佐多　　巌 直崎　広生 杉島　智美 堀　　美南 上野　達也

(8)  1:53.22 (9)  0:08.10 (9)  0:12.05 (9)  0:19.38 (9)  0:32,36 (9)  0:40.16 (8)  0:47.43 (8)  0:57.43 (8)  1:01.38 (8)  1:20.56 (8)  1:32.00 (8)  1:38.30 (8)  1:43.19 (8)  1:49.31 (8)  1:53.22
永井喜平監督 9      08.10 6      03.55 7      07.33 9      12.58 7      07.40 5      07.27 9     10.00 2      03.55 9      19.18 6      11.04 6      06.30 2      04.49 3      06.12 2      03.51

８位

大和浜 B 仁規　汰一 福田　蓮人 三田　文也 静　大五郎 新納　晃幸 赤井　光則 南　　友洋 出見友里香 濱崎　　蓮 福田　勝則 南　　礼羅 小田裕莉明 福田そよか 畑島　盛義

(9)  2:02.32 (8)  0:07.32 (8)  0:11.31 (8)  0:18.54 (8)  0:31.18 (8)  0:39.56 (9)  0:53.30 (9)  1:02.19 (9)  1:07.57 (9)  1:25.57 (9)  1:38.38 (9)  1:45.12 (9)  1:50.01 (9)  1:57.27 (9)  2:02.32
仁添史密監督 8      07.32 7      03.59 5      07.23 8      12.24 9      08.38 9      13.34 8      08.49 9      05.38 8      18.00 9      12.41 7      06.34 2      04.49 9      07.26 9      05.05

OP

西部地区 賀川　航太 賀川　翔瑛 白石　　聡 川下　　光 早川　　太 森岡　豊史 宮田　　龍 竹本　奈美 赤井　将輝 前里　　亮 白石　大晴 里原ありさ 津田　祐奈 満　淳一郎

(1)  1:38.17 (4)  0:06.14 (2)  0:09.43 (2)  0:16.21 (2)  0:26.42 (2)  0:33.18 (1)  0:39.48 (2)  0:48.09 (2)  0:52.08 (1)  1:07.10 (1)  1:16.24 (1)  1:22.33 (1)  1:27.22 (1)  1:34.10 (1)  1:38.17
川下光監督 4      06.14 1      03.29 3      06.38 3      10.21 3      06.36 1      06.30 5      08.21 4      03.59 2      15.02 3      09.14 4      06.09 2      04.49 6      06.48 3      04.07

集落の誇りをタスキに繋いだ伝統のレース

村内一周駅伝競走大会・30回の歴史に幕

１区今里　登海人選手（湯湾釜） ４区名音　高島洋選手（国直） ５区戸円　藤村雄樹選手（大棚） ６区磯平　大山勇雅選手（国直） ９区大和浜　前田凌太郎選手（大棚）

村内一周駅伝競争大会コース
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鹿児島県教育委員会は、学校・家庭・地域の連携

の下、県民一人一人が鹿児島の教育について考

える機運を高め、本県教育の充実と発展を図るため、

毎年１１月１日から７日までの間、「地域がはぐくむ

『かごしまの教育』県民週間」を設けています。

　大和村では同県民週間を「いもーれ学校週間」と銘

打ち村内すべての小中学校を開放。できるだけ多くの

方々に学校や子供達の様子を見てもらおうと、期間中

は通常の授業の他、学習発表会や地域のみなさんとの

交流など特色ある行事を開催しました。

　１１月１日、大棚小学校（山之内和英校長）では地

域の高齢者のみなさんと餅つきを行いました。ついた

餅米は、田植えから除草、稲刈りまで高齢者の指導を

受け収穫した自家製米。この日も「しっかりつかんば

（しっかりつきなさい）」と激励されながら杵をつきま

した。つきたてのお餅は小さく丸めて給食でいただい

たとのこと。自分たちの手で収穫しついたお餅はさぞ

かし美味しかったことでしょう。

　みなさんもぜひ地元の学校へお越し下さい。子供達

が元気に学ぶ姿を目にすることで、日頃の見守りや声

掛けになれば幸いです。

※　「いもーれ」とは方言で「いらっしゃい」の意味

大和村内の小学校は、大和小学校（43 名）、大棚

小学校（27 名）、名音小学校（７名）、今里小

学校（５名）の４校があり、82 名の児童が通学して

います。以前は小中学校併設でしたが平成 23 年度の

中学校統合によってそれぞれが単独の小学校となり学

校の規模が大幅に縮小。小規模校では複式学級での授

業を行っています。

　１０月１８日、少人数での集団活動や複式学級等、

小規模校におけるデメリットを補完することを目的と

して、大棚小学校にて大和村立小学校４校集合学習が

開催されました。集合学習は村内の全児童が大棚小学

校に集まり、２時限目から昼休みまで各学年合同で授

業や交流を行うもの。

　２時限目、４年生の理科の授業を訪ねると、大和小

の晨原弘久校長先生が気体の膨張について実験を行っ

ていました。子供達は多校の児童と協力して温度と体

積の関係について調べていました。

　大和村では、児童一人一人の個に応じた指導や、先

生と児童、地域の強い結びつき等、小規模校ならでは

の特色を生かしつつ、大人数での集団活動や交流を経

験し、中学校での教育に備えています。

みんないっしょ、大和っ子

いも～れ、僕たちの学校へ！

村内４校の小学生が大棚校に集合

地域がはぐくむ『かごしまの教育』県民週間

名音小学校（新原由起子校長）の全児童７名は、
奄美市名瀬大熊の宝勢丸鰹漁業生産組合を訪れ

シビ（キハダマグロ）釣り体験ツアーを行いました。
　シビ釣りツアーは同組合がシマの魅力を発信し、観
光の振興に役立てようと開発中の体験型プログラム。
洋上で釣り上げたシビ１００匹を大熊漁港内に設置さ
れたイケス（８ｍ×８ｍ）で飼育し、隣接するイカダ
から竿で釣り上げます。
　養殖状態となったシビは船が近づくと海面を叩いて
回遊しており、釣り糸を垂らすとすぐに食らいつきま
す。子供達は竿から伝わる強い手応えに歓声を上げな
がら次々に釣り上げていきました。中には３キロオー
バーの大物を一人で釣り上げご満悦の笑顔でカメラに
納まる児童も。
　竿釣り体験の後は施設内へ移動し魚のさばき方や鰹
節の製造を体験。初めて見る鰹節削り機に悪戦苦闘し
ながら手作業で鰹節を削りました。子供達はおそるお

そるほおばると「おいしー」と目を丸くしていました。

　体験教室の最後には子供達が組合職員のみなさんに

一日のお礼と感想を述べました。「今日初めて船に乗

って魚を釣って楽しかったです。将来は水産業のお仕

事がしたいです」との言葉に説明を担当した職員は目

を細めて喜んでいました。

大和村子ども会育成連絡協議会と大和村教育委員
会主催による「平成２５年度大島地区子ども会

大会大和村大会」が１１月 10 日、大和村中央公民館
で開催されました。
　同大会は、村内の各子ども会員及び育成者・指導者
が一同に集い、お互いの活動状況を発表し合うことに
より活動の充実を図ることを目的として開催していま
す。村内の９つの子ども会には、幼児から高校生まで
１９０人が登録しています。大会には子ども会員や保
護者、教職員、地域住民など多くの人が参加。子ども
会活動の事例報告や伝統芸能、ダンスなどが発表され
ました。
　それぞれの子ども会は、大金久「稲すり節」・湯湾
釜「ムチモレ踊り」・大和浜「棒踊り」など、集落に
伝わる伝統芸能の披露や、国直・大棚・津名久では事
例発表、思勝・名音ではダンス、今里ではサンシンと
島唄を披露しまた。

　大金久子ども会の「稲すり節」は、田植えから収穫、
餅つきと稲作の様子をユーモラスに表現（下段画像）。
最後には観客席に向かって餅をまき、来場者から大き
な歓声が沸きました。
　年齢の異なる子供達が子ども会活動を通じ、自主性
や社会性を身につけ、心身共にたくましく人間性豊に
成長することを願います。　

あらゆりゆりよ～稲すりすりよ～♪

キハダマグロ釣ったどー！

平成２５年度大島地区子ども会大会大和村大会

宝勢丸鰹漁業生産組合で体験学習
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イ
タ
リ
ア
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ン
フ
ネ
ヤ
セ

豚
ス
ペ
ア
リ
ブ
の

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

《
材
料
（
カ
ッ
ト
サ
イ
ズ
）》

豚
あ
ば
ら
肉
（
大
き
め
に
カ
ッ
ト
）・
豚
ベ
ー

コ
ン
（
厚
め
に
ス
ラ
イ
ス
）・
タ
マ
ネ
ギ
（
２

～
３
セ
ン
チ
角
）・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
１
／
２
カ

ッ
ト
）・
ニ
ン
ジ
ン
（
乱
切
り
）・
パ
プ
リ
カ

（
大
き
め
の
長
方
形
）・
ト
マ
ト
（
半
月
切
り
）・

エ
リ
ン
ギ
（
縦
１
／
２
）・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

高
菜
・
白
菜
・
赤
か
ぶ
・
マ
イ
タ
ケ
・
ニ
ン

ニ
ク
・
ト
マ
ト
水
煮
缶
（
季
節
の
野
菜
な
ら

何
で
も
使
用
で
き
ま
す
）

《
調
理
法
》

①
オ
リ
ー
ブ
油
・
ニ
ン
ニ
ク
・
ト
ウ
ガ
ラ
シ

を
炒
め
香
り
を
出
す

②
タ
マ
ネ
ギ
・
ベ
ー
コ
ン
を
入
れ
炒
め
る

③
タ
マ
ネ
ギ
が
飴
色
に
な
っ
た
ら
豚
あ
ば
ら

肉
を
入
れ
水
を
足
す

④
ア
ク
を
取
り
な
が
ら
１
時
間
ほ
ど
煮
込
む

⑤
白
菜
・
パ
プ
リ
カ
・
ト
マ
ト
・
ト
マ
ト
水

煮
缶
・
エ
リ
ン
ギ
・
マ
イ
タ
ケ
を
入
れ
塩
・

コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
整
え
30
分
程
煮
込
む

⑥
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
赤
か
ぶ
を
入
れ
弱
火
で
煮

込
み
最
後
に
高
菜
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
入
れ

５
分
ほ
ど
煮
込
ん
で
完
成

⑧
器
に
盛
り
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
・
黒
コ
シ
ョ

ウ
・
粉
チ
ー
ズ
を
振
り
か
け
る

　

島
の
旬
の
食
材
を
美
味
し
く
食
べ
よ
う
と

い
う
企
画
の
「
い
っ
さ
ご
れ
万
歳
」。
料
理
を

担
当
す
る
の
は
奄
美
市
の
「
居
酒
屋
い
っ
さ

ご
れ
」
料
理
長
の
森
山
修
二
シ
ェ
フ
（
大
和

浜
在
住
・
51
歳
）。

　

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
の
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
は

イ
タ
リ
ア
で
野
菜
ス
ー
プ
の
こ
と
だ
と
か
。

材
料
に
つ
い
て
訪
ね
る
と
「
使
用
す
る
野
菜

に
決
ま
り
は
な
い
よ
。
旬
の
野
菜
を
入
れ
る

の
が
一
番
」
と
話
す
。
素
材
選
び
も
「
市
場

代
行
便
」（
農
家
か
ら
野
菜
を
集
め
青
果
市
場

へ
搬
送
）
を
こ
な
す
シ
ェ
フ
な
ら
で
は
。

　

素
材
の
味
を
シ
ン
プ
ル
に
引
き
出
す
シ
ェ

フ
の
料
理
は
、
イ
タ
リ
ア
料
理
で
あ
り
な
が

ら
な
ぜ
か
島
料
理
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
ま

す
。
大
き
く
カ
ッ
ト
さ
れ
た
野
菜
と
大
胆
な

骨
付
き
あ
ば
ら
肉
の
盛
り
付
け
は
島
の
正
月

料
理
、「
ウ
ワ
ン
フ
ネ
ヤ
セ
」（
豚
肉
と
野
菜

の
煮
物
）
に
見
間
違
う
ほ
ど
。

　

役
得
で
あ
る
撮
影
後
の
試
食
で
あ
ば
ら
肉

を
ほ
お
ば
る
と
、
ま
る
で
ト
シ
ノ
ヨ
ル
（
大

晦
日
）
の
ウ
ワ
ン
フ
ネ
ヤ
セ
の
様
な
錯
覚
に
。

懐
か
し
い
味
の
イ
タ
リ
ア
料
理
に
期
せ
ず
し

て
一
年
の
暮
ら
し
を
振
り
返
る
取
材
と
な
り

ま
し
た
（
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
）。

伊藤祐一郎鹿児島県知事は、１１月９日に開催さ
れた「奄美群島日本復帰６０周年記念式典」に

参列するために奄美大島に来島しました。当日は、記
念式典や祝賀会など多忙なスケジュールの中、大和村
を訪問。国直サンセットパーク（仮称）や野生生物保
護センターを視察しました。
　主要地方道名瀬瀬戸内線国直地内にある同公園は鹿
児島県の魅力ある観光地づくり事業により整備されま
した。現場では伊集院村長が公園から望むロケーショ
ンのすばらしさと地域観光への波及効果などを伊藤知
事に説明。知事は高台から眺める浦内湾の眺望と夏シ
ーズンに見ることのできる夕日の画像に満足した様
子。公園整備の効果について感触を確かめていました。
　また、野生生物保護センターでは同センターが行っ
ているマングース駆除事業や世界自然遺産登録に向け
た取り組みについて説明を受けました。マングース駆
除事業の説明では、センター職員が撮影した動画や実
物のマングース、さらにはマングース捜索犬による捜

索の実演をご覧になりました。今後も地元市町村や国

と連携し事業に取り組むことを約束しました。

　伊藤知事が公務で来村したのは平成２０年に行われ

た県政報告会以来とのこと。伊集院村長は、「村はこ

れまでも伊藤知事に村の状況をご説明し協力していま

した。このことが同公園の整備など特別な配慮をいた

だけたと思います。今後も県と連携を密にし相互協力

の下、事業を推進していきたい」と語りました。

新設公園から浦内湾の景色を展望
伊藤祐一郎知事が５年ぶりに来村

旬の食材盛りだくさん
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　創立３０周年を迎えた放送大学は、テレビなどの放送やインターネットで授業を行う通信制の大学です。「働き
ながら学んで大学を卒業したい」、「学びを楽しみたい」などさまざまな目的で、様々な年代や職業の人たちが学ん
でいます。大学や大学院の授業科目を１科目から気軽に学べるチャンスです。ただいま平成２６年４月入学生を募
集しています。詳しい資料を無料で送付致しますのでお気軽にお問い合わせください。

□　教養学部（学力試験はありません）

□　大学院（１８歳以上ならば誰でも修士選科生・修士科目生として入学でき好きな科目を１科目から学べます）

□　出願期間

　平成２５年１２月１日～平成２６年２月２８日（インターネット出願は１１月１５日より受け付け開始）

□　資料請求

　〒８９２－８７９０鹿児島市山下町１４－５０かごしま県民交流センター西棟４階放送大学鹿児島学習センター
　℡０９９－２３９－３８１１　　HP http://www.ouj.ac.jp

鹿児島県の最低賃金が改正されました。 使用者も労働者も
必ずチェック最低賃金！

時間額 効力発生日

鹿児島県最低賃金 ６６５円 平成 25 年
10 月 27 日

適用範囲
鹿児島県下のすべての労働者に適用されます。
ただし、下表記載の産業に該当する場合は、各産業別最低賃金が適用
されます。

次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます）
①　１８歳未満又は６５歳以上の者
②　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③　次に掲げる業務に主として従事する者
　イ　清掃又は片付けの業務
　ロ　手作業により又は手工具若しくは小型動力機を用いて
　　行う組線、巻線、かしめ、取付け、バリ取り、かえり取り、
　　鋳ばり取り、刻印又は選別の業務（これらの業務のうち
　　流れ作業の中で行う業務を除く。）
　ハ　手作業による包装、袋詰め、箱詰め、材料の送給又
　　は取りそろえの業務

「百貨店，総合スーパー」とは、衣食住にわたる各種の商品を小売り
する事業所で、その事業所の性格上いずれが主たる販売商品であるか
が判別できない事業所であって、従業者が常時５０人以上のもの。

次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます）
①　１８歳未満又は６５歳以上の者
②　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③　清掃又は片付けの業務に主として従事する者

次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます）
①　１８歳未満又は６５歳以上の者
②　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③　清掃又は片付けの業務に主として従事する者

時間額 効力発生日 適用範囲

電 子 部 品・ デ バ イ ス・
電 子 回 路、 電 気 機 械
器 具、 情 報 通 信 機 械
器 具 製 造 業（ 医 療 用 計 測
器製造業を除く、ただし心電
計 製 造 業 は 含 む ）

７００円 平成 24 年
12 月 21 日

百貨店，総合スーパー ６８０円 平成 24 年
12 月８日

自動車（新車）小売業 ７２４円 平成 24 年
12 月 19 日

鹿児島労働局・労働基準監督署
http://www.kagoshima.plb.go.jp 

最低賃金テレフォンサービス℡ 099-223-8881

≪最低賃金に関するお問い合わせ先≫
鹿児島労働局賃金室　（電話）099-223-8278　川内労働基準監督署　（電話）0996-22-3225
鹿児島労働基準監督署（電話）099-214-9175　加治木労働基準監督署（電話）0995-63-2035
鹿屋労働基準監督署　（電話）0994-43-3385　名瀬労働基準監督署　（電話）0997-52-0574

特定（産業別）最低賃金

地域別最低賃金

放送大学は、あなたの「学び」を応援します！

放送大学 26 年４月入学生募集

入学料

科目履修生 ７，０００円 １科目（２単位）
１１，０００円

（テキスト代含む）

授業料

選科履修生

全科履修生

修士科目生

修士選科生

入学料

学生の種類

学生の種類 授業料

９，０００円

２４，０００円

１４，０００円

１８，０００円

１単位１１，０００円
（テキスト代含む）

６カ月在籍して希望する科目を履修する

１年間在籍して希望する科目を履修する

４年以上在学して学士の資格を取得する

放送大学
教養学部

６カ月在籍して希望する科目を履修する

１年間在籍して希望する科目を履修する

放送大学
大学院
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満
１
歳
お
め
で
と
う

こせきの窓

人 口　1,650 人（ △ 23）
男　　　798 人（ △ 3 ）
女　　　852 人（ △ 20）
世 帯　　878 戸（ △ 15）

11 月１日現在
（前年同月比）

ご
誕
生
お
め
で
と
う

重
村
　
希き
い
な和
さ
ん
（
重
村
大
剛
・
名
音
）

新
納
　
晃こ
う
だ
い大
さ
ん
（
新
納
晃
幸
・
大
和
浜
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

武
村
　
登
　
　
様
（
91
歳
・
大
和
の
園
）

森
山
　
英
治
　
様
（
76
歳
・
今
里
）

樋
脇
　
正
弘
　
様
（
78
歳
・
大
和
の
園
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

森
山
　
貞
子
　
様
（
故
森
山
英
治
様
）

樋
脇
　
節
　
　
様
（
故
樋
脇
正
弘
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

石
川
　
雅
信
　
様
（
神
奈
川
県
）

堀
口
千
津
美
　
様
（
東
京
都
）

宮
崎
　
裕
子
　
様
（
福
岡
県
）

名
古
　
潤
子
　
様
（
神
奈
川
県
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

森
　
節
子
　
　
様
（
岡
山
県
）

泉
　
富
蔵
　
　
様
（
神
奈
川
県
）

島島
のの

吉
本
　
凰お
う
が雅
さ
ん

保
護
者
・
吉
本
弘
典
さ
ん
（
湯
湾
釜
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
「
ど
っ
こ
い
ど
っ
こ

い
」
の
音
頭
で
踊
り
始
め
ま
し
た
。
ひ
ょ

う
き
ん
な
性
格
は
パ
パ
譲
り
か
な
。

今
月
の

題
字

　

今
里
小
学
校
は
児
童
数
５
名
の
極
小
規

模
校
で
す
が
日
頃
か
ら
シ
マ
ウ
タ
や
三
味

線
な
ど
郷
土
芸
能
に
取
り
組
み
特
色
あ
る

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月
の
題

字
は
５
年
生
の
３
人
に
一
文
字
ず
つ
書
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
撮
影
前
に
感
想
を

尋
ね
る
と
「
と
っ
て
も
良
く
で
き
て
満
足

し
て
い
ま
す
」
と
の
答
え
。
作
品
を
見
て

納
得
で
す
。
立
神
を
バ
ッ
ク
に
誇
ら
し
げ

な
笑
顔
で
写
真
に
納
ま
り
ま
し
た
。

今
里
小
学
校
５
年　

森  

彩さ
や
か花  

さ
ん

今
里
小
学
校
５
年　

森  

聖せ
い
や也  

さ
ん

今
里
小
学
校
５
年　

山
下  

竜た
つ
き輝  

さ
ん

ホームページ・ブログ・フェイスブックにて情報を発信中

　

大
和
村
の
人
々
の
暮
ら
し
や
風
景
を
写
し

た
懐
か
し
い
写
真
を
掲
載
す
る
「
ナ
ツ
カ
シ

ャ
ふ
ぉ
と
ぐ
ら
ふ
」。
第
４
回
目
の
ふ
ぉ
と
ぐ

ら
ふ
（
写
真
）
は
昭
和
43
年
の
大
和
浜
豊
年

祭
で
奉
納
さ
れ
た
棒
踊
り
。

　

棒
踊
り
の
起
源
は
明
治
35
年
に
大
和
浜
出

身
の
井
原
甚
五
郎
氏
（
１
８
６
１
年
生
）
が

若
者
の
士
気
の
高
揚
と
規
律
保
持
を
目
的
と

し
て
伝
授
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

踊
り
は
長
さ
の
異
な
る
２
種
類
の
棒
と
鎌
、

な
ぎ
な
た
を
使
用
し
、
前
後
、
左
右
と
激
し

く
棒
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
踊
る
勇
壮
な
舞

で
す
。
歌
詞
は
「
君
が
代
」、「
霧
島
」、「
白
帆
」

の
３
番
。
構
成
は
３
部
か
ら
な
り
、
１
部
は

６
尺
棒
同
士
を
使
用
し
、
２
部
は
三
尺
棒
と

六
尺
棒
を
、
三
部
は
三
尺
の
鎌
と
な
ぎ
な
た

で
踊
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
出
だ
し
か

ら
徐
々
に
リ
ズ
ム
を
早
め
な
が
ら
激
し
さ
を

増
し
て
い
き
ま
す
。
終
盤
の
鎌
と
な
ぎ
な
た

を
使
用
し
た
舞
は
「
エ
イ
！
エ
イ
！
」
の
掛

け
声
と
共
に
鋼
の
ぶ
つ
か
る
金
属
音
が
響
き
、

２
ペ
ー
ジ
画
像
の
よ
う
に
柄
が
お
れ
て
刃
が

飛
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

写
真
の
踊
り
は
終
盤
の
三
尺
の
鎌
と
な
ぎ

な
た
で
の
踊
り
。
画
像
か
ら
は
鎌
と
な
ぎ
な

た
が
ぶ
つ
か
り
合
う
金
属
音
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
な
迫
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

青
年
達
の
服
装
は
、
白
鉢
巻
き
に
タ
ス
キ

（
色
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
現
在
は
赤
と
青
）、

足
下
は
白
足
袋
に
わ
ら
じ
脚
絆
と
い
う
勇
壮

な
出
で
立
ち
。
昭
和
43
年
の
画
像
と
今
年
の

画
像
（
２
Ｐ
）
を
比
べ
て
見
る
と
服
装
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
の
よ
う
で
す
。
45
年
が
経
過
し

て
も
変
わ
ら
な
い
姿
と
迫
力
に
感
動
で
す
。

　

一
〇
〇
年
前
か
ら
大
和
浜
の
男
達
に
よ
っ

て
踊
ら
れ
て
き
た
棒
踊
り
。
礼
儀
作
法
に
厳

し
く
教
育
に
熱
心
な
地
域
性
は
棒
踊
り
に
よ

っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
大
和
浜
独
自
の
伝
統
芸
能

を
大
切
に
し
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
願
い

ま
す
。

※
当
連
載
、「
ナ
チ
カ
シ
ャ
ふ
ぉ
と
ぐ
ら
ふ
」

で
は
よ
り
多
く
の
写
真
を
掲
載
し
、
大
和
村

の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。
古
い
写
真
を
お

持
ち
の
方
は
掲
載
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ナ
チ
カ
シ
ャ

ふ
ぉ
と
ぐ
ら
ふ
第４回撮影：桝谷正直（昭和４３年）

（や）（ま）（と）
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